






〔結語〕 

小児気管支喘息の長期予後調査を,全国 10 施設で実施し,その結果を集計し検討を加えた。

3 才未満発症の気管支喘息は,その治ゆ年数が長期に及ぶが,各病院への初診までの年数が

短い程,治ゆ年数も短くなることが示された。治療の種類,重症度等は加味されてはいない

が,気管支喘息の専門病院で,何らかの生活指導を早くうけることが,その予後をよくする

ということが示唆される。 


